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近代以降の石川県における史料蒐集の動向
A trend of the historical materials collection in Ishikawa area after modern times



































































































































































































５）宮地正人 a「幕末維新の史料学」（安田常雄編『歴史研究の最前線３ 新しい近現代史研究へ』２００４．９ 総
研大日本歴史研究専攻・国立歴史民俗博物館）８頁、b「明治時代の史料蒐集と保存」（松尾正人編『今日
の古文書学１２史料保存と文書館』２０００雄山閣）４９頁。
６）１）前掲書１２０１頁「触留」。
７）前田家編輯部編『加賀藩史料』第１篇（１９２９石黒文吉）７頁。
８）前田利為侯伝記編纂委員会編『前田利為』（１９８６前田利為侯伝記編纂委員会編）６１０頁。
９）石川県立図書館編『森田文庫目録』（１９９４石川県立図書館）１３３～１４５頁。
１０）５）前掲書 a８頁。
１１）８）前掲書６１０頁。
１２）７）前掲書８頁。
１３）「編輯方事務報告」（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫蔵）。
１４）５）前掲書 a１１頁、b５６頁。「史談会記事」（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫蔵）。
１５）「旧金沢藩事蹟文書類纂」１（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫蔵）。
１６）「史談会記事」（金沢市立玉川図書館近世史料館加越能文庫蔵）。
１７）１５）前掲書。
１８）維新史料編纂事務局編・刊、１９３７～４３。
１９）８）前掲書５４３～６０９頁、太田晶二郎「前田育徳会・尊経閣文庫」（『前田育徳会尊経閣文庫小刊』１、１９７４
前田育徳会）参照。
２０）公益法人育徳財団は大正１５年（１９２６）古書籍・古文書等の複製を目的として成立。昭和１２年（１９３７）財団
法人侯爵前田家育徳財団、同２４年財団法人前田育徳会となる。
２１）『加賀藩史料』第１～１５編及び編外は昭和４年（１９２９）から１７年に前田家編輯部編、前田家理事石黒文吉
刊行。
２２）『加賀藩史料』藩末篇下は財団法人前田育徳会編、財団理事長広瀬豊作刊行。
２３）石川県立図書館編『石川県立図書館７０年のあゆみ』（１９８３石川県立図書館）
２４）金沢市立図書館編『金沢市立図書館六十年誌』（１９９４金沢市立図書館）
２５）日置謙は、昭和８年（１９３３）に県史嘱託を解任されるが、１２年に再び県史編纂事務嘱託となっている。山
森青硯『日置謙先生研究』（１９７９一泉同窓会）、松本三都正編『功業不磨』（１９６９日置謙頌功碑建設委員
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会）参照。
２６）石川県編『石川県史』１（１９２７石川県）９頁。
２７）が昭和５０年（１９７５）に、が６１年に刊行されている。
２８）なお、古文書課は昭和６１年（１９８６）に廃止されている。この前後の石川県立図書館の史料調査・収集・編
纂事業等を行う部署の動きとして、昭和５９年に加能史料編さん室が開設、平成４年（１９９２）同室を「史料
編さん室」と改称し資料課史料係を廃止、９年の改組による同室への県史部門の新設と『石川県史資料』
（１９６８～）刊行などがある。「石川県立図書館の沿革」http : //www.library.pref.ishikawa.jp/enkaku/index.html
参照。
２９）明治政府により、明治７年（１８７４）「府県史料」編纂事業が始まり、各府県に沿革調査と史料蒐集、編纂、
提出が命じられている。
３０）北陸史談会は明治２９年（１８９６）北陸７国の史料を蒐集して研鑽する目的で成立、発会時の会員は２６６名を
数えた（「北陸史談会々報 第１・２号金沢市立玉川図書館近世史料館蔵）。加越能史談会は大正４年（１９１５）
加越能三州の史実を調査し、史料を蒐集し、史跡を明らかにする目的で成立した（「加越能史談会々員名
簿」金沢市立玉川図書館近世史料館蔵）。
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